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平　成　２7　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本近代文学会、日本文学協会、日本比較文学会、韓国日本語文学会

入試委員、大学入試センター委員、人権委員、博物館委員、国際交流委員、セクシュア
ルハラスメント防止委員、奈良大学総合研究所員、限界挑戦サークル、文芸部顧問

　【社会的活動】

　【教育上の特記事項】

模擬授業、日本文学協会運営委員

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

通信教育部担当科
目

最終学歴

　【研究上の特記事項】

自然主義文学をはじめとする、文学におけるセクシュアリティ言説の形成

学部担当科目

・言語文学
・国文学講読
・演習Ⅰ
・演習Ⅱ
・現代文化論Ⅰ
・近代文学概論Ⅰ
・近代小説論

名古屋大学大学院人間情報学研究科・博士後期課程満期退了

博士（学術）

所属学会

研究課題

授業科目 ・日本言語文化論Ⅰ

日本近代文学専門分野

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

大学院博士後期課
程担当科目



共著

単著

単著

単独

単著

単著

単著

①奈良大学図書館蔵北村信昭
文庫「大和日報」文芸記事細
目

③후루야마 고마오 전쟁소설
에 나타난 ‘위안부’의 표
상과 기억- 「하얀 논」·
「개미의 자유」·「매미의
추억」 을 중심으로（古山高
麗雄の戦争小説における《慰
安婦》の表象と記憶――「白
い田圃」「蟻の自由」「セミ
の追憶」を中心に――）

③

（学会発表）

2016年3月20日
於：名古屋大学

②

③「紀行文作家・田山花袋
明治期、奈良への旅を中心
に」

②

① 〈妓生〉を描く／〈妓
生〉に恋する――梶山季之
「李朝残影」の植民地空間―
―

②　コラム「介護の場として
の「精神病院」　『恍惚の
人』『花いちもんめ』からみ
る社会的入院の問題

①　書評『松本和也『平田オ
リザ　〈静かな演劇〉という
方法』

（その他）

②日清戦争後における狭斜小
説の調査と分析――芸娼妓、
私娼を描くことの評価をめ
ぐって

研究業績[著書、学術論文等]

概　　　　　　　要著書､学術論文等の名称

※奈良大学紀要39号掲載論文の転載

③

翻訳：孫知延

日本近代文学会東海
支部　2015年度シン
ポジウム『昭和１０
年代文学場と〈外
地〉』

（学術論文）

（著書）

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

単著､
共著
の別

奈良大学大学院研究
年報、pp.17-30.

ゲ ス ト ハ ウ ス 、
pp.46-48

発行又は
発表の年月

『国文学年次別論集
平成23年版』

2015年12月

奈 良 大 学 紀 要 、
44号、pp.39-54

2016年3月

2016年3月

일본근대문학희『일
본근대문학총서03 일
본근대문학과 전쟁』
제이앤씨（韓国日本
近代文学会 『日本近
代文学叢書３ 日本
近代文学と戦争』、
ジェイエンシー）、
pp.287-311

『介護小説の風景 増
補版』（森話社）
pp.323-326

2015年4月

2015年5月

2016年3月


